
“Lubber's Point”  とは船のコンパスに取り付けられた船首、

船尾、右舷、左舷方向を指示する4本の基線を意味します。

自船の針路を読み、 航海する為の重要な役割を担います。

Lubber’s Point
海上技術コース （航海専修）（機関専修）

海上技術コース （航海専攻）（機関専攻）

独立行政法人海技教育機構

海技大学校
MARINE TECHNICAL COLLEGE
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-海技大学校の沿革-
昭和２０年４月 海技専門学院官制（勅令第１６７号）の制定により、海技専門学院を設置。

昭和２１年１月 再度の戦災により、校舎施設の全部を失った為、日本海運報国団の施設であった

現在の校舎施設（芦屋）を借用しここに本部を移し授業を継承。

同年 ４月 教室、寄宿舎不足のため、元高等商船学校大阪分校（泉佐野市）及び元岸和田海

員養成所の施設を継承し、また「ばいかる丸」を借用して尼崎に係留し、分教場とする。

昭和２３年４月 深江の海岸教室等が復旧、本部は深江に復帰。

昭和２６年４月 船員通信教育制度が設けられ、通信教育を開始。

昭和２７年５月 神戸商船大学が設置され、深江の全施設は同大学へ移管されたのに伴い、本校は

同一施設を共用。

昭和３０年７月 運輸省設置法の改正により本校を芦屋に移転。

昭和３４年４月 総合実験室（第一実習実験棟）竣工。

昭和３６年４月 校名を海技大学校と改称。

同年 ６月 通信教育部に指導課及び通信生課の設置並びに図書館の設置。

昭和４２年３月 運用技業室及び機関科実習工場竣工。

昭和４５年３月 レーダ・シミュレータ室竣工。

昭和４６年６月 内燃自動制御実験室（内燃機関室実習実験棟）竣工。

昭和５１年３月 自動制御基礎実習実験室（第二実習実験棟）竣工。

昭和５６年４月 倉敷市に児島分校、七尾市に七尾分校を設置。

昭和６０年３月 第三実習実験棟竣工。

平成４年３月 学制改革の実施並びに七尾分校の廃止。

平成９年３月 兵庫県南部地震により本館及び講堂・体育館が使用不能となったため、

前記の施設を集約し本館として再建。

平成１３年１月 省庁再編により運輸省から国土交通省所属となる。

平成１３年４月 中央省庁等改革基本法により独立行政法人へ移行。

平成１５年４月 独立行政法人海技大学校組織規程の改正により教養科教室の廃止。

平成１８年４月 独立行政法人海員学校と統合し、独立行政法人海技教育機構となる。

平成２１年３月 倉敷市における児島分校の教育業務を停止。

平成２５年１２月 水先教育センターの設置。

平成２８年４月 独立行政法人に係る改革を推進するための国土交通省関係法律の

整備に関する法律により、独立行政法人航海訓練所と統合。

令和６年３月 機関訓練センターの開設。


